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（１）調査問題の内容，課題等，指導改善のポイント

○調査問題の内容
学習指導要領に示されている〔知識及び技能〕，〔思考力，判断力，表現力等〕の内容に基づき，全体を

視野に入れながら中心的に取り上げるものを精選して出題している。なお，小学校第５学年までの内容となる

ようにしている。

（例）■ 津田梅子について調べて紹介する【スピーチ】で，どのような構成で話しているか，適切なものを

選択する。

■ 面ファスナーについて書かれた【資料】を読み，文章と図表とを結び付けて必要な情報を見付け，

面ファスナーのくっつく仕組みを書く。

■ 自分の考えが伝わるように，反対する理由を明確にして，【文章の下書き】の 部を詳しく書き直す。

■ 【文章の下書き】の中の 部を漢字を使って書き直す。

○課題等

〔知識及び技能〕

言葉の特徴や使い方に関する事項

◇ 思考に関わる語句の使い方を理解し，話や文章の中で使うことはできている。〔 ２二 〕

◆ 文の中における主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係を捉えることに課題がある。

〔 ３三(2)イ，オ 〕

〔思考力，判断力，表現力等〕

話すこと・聞くこと

◇ 目的に応じて，話の内容が明確になるようにスピーチの構成を考えることはできている。

〔 １一 〕

◇ 資料を用いる目的を理解したり，目的や意図に応じて，資料を使って話したりすることは

できている。〔 １二，三 〕

書くこと

◆ 目的や意図に応じて，理由を明確にしながら，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫

することに課題がある。〔 ３二 〕

読むこと

◇ 文章全体の構成を捉え，内容の中心となる事柄を把握することはできている。〔 ２一 〕

◆ 目的に応じて，文章と図表とを結び付けて必要な情報を見付けることに課題がある。〔 ２三 〕

◆ 目的を意識して，中心となる語や文を見付けて要約することに課題がある。〔 ２四 〕

◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は，問題番号
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○指導改善のポイント

〔知識及び技能〕

言葉の特徴や使い方に関する事項

○ 文の中における主語と述語との関係，修飾と被修飾との関係を捉える指導の充実

・ 主語と述語との関係や修飾と被修飾との関係に気を付けて文を整えることが，自分の思いや

考えを正確に伝える上で重要であることに気付くことができるように指導することが大切である。

〔思考力，判断力，表現力等〕の「Ｂ書くこと」の「推敲」に関する指導事項などとの関連を

図り，指導の効果を高めることが考えられる。自分が書いた文章を読み返す際に，読み手の立場に

立って，言葉の使い方を確認する習慣を身に付けることが重要である。

〔思考力，判断力，表現力等〕

話すこと・聞くこと

○ 資料を活用して，自分の考えが伝わるように表現を工夫する指導の充実

・ 表現を工夫するためには，目的や意図に応じて，どのような資料を用意すればよいかを考える

ことが重要である。その上で，聞き手に提示する資料のどの部分に着目してほしいのか，どの

ような説明を加えると話の内容を分かりやすく伝えられるのかについて検討し，自分の表現に

生かすことができるように指導することが大切である。発表を相互に見合ったり，話す様子や

聞き手の様子を動画で撮影したりして，自らの表現や聞き手の反応を客観的に捉えることができる

ように指導することが効果的である。

書くこと

○ 目的や意図に応じて，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する指導の充実

・ 自分の考えが伝わるように書くためには，目的や意図に応じて，詳しく書く必要のある場合や

簡単に書いた方が効果的である場合を，自ら判断して書くことが重要である。その上で，事実と

感想，意見とを区別して書くことができるように指導することが大切である。自分の考えとそれを

支える理由や事例といった関係性が明確になっているか，事例は客観的な事実に裏付けられて

いるかなどを確かめて，自分の考えを深めることができるように指導することが効果的である。

読むこと

○ 目的を意識して，中心となる語や文を見付けて要約する指導の充実

・ 要約するとは，文章全体の内容を正確に把握した上で，元の文章の構成や表現をそのまま生かし

たり自分の言葉を用いたりして，文章の内容を短くまとめることである。要約する目的を意識

して，文章全体から内容の中心となる語や文を選び，要約の分量などを考えて要約することが

できるように指導することが大切である。

○ 目的に応じて，文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付ける指導の充実

・ 図表やグラフなどを含む文章を読む際には，文章中に用いられている図表などが，文章のどの

部分と結び付くのかを明らかにし，文章と図表などとの関係を捉えて読むことが重要である。

その上で，必要な情報を結び付けて内容を理解することができるように指導することが大切である。
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（２）集計結果（正答等の状況） 
【国語】 

児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

1,005,469 人 9.1問/14問 64.9％ 10.0問 3.1 11 問 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:児童の割合）    学習指導要領の領域等の平均正答率 

  

 

分類・区分別集計結果                  

分類 区分 
対象 

問題数 

（問） 

平均正
答率 

（％） 

学
習
指
導
要
領
の
内
容 

知識及び 

技能 

言葉の特徴や使い方に関する事項 6 68.5 

情報の扱い方に関する事項 0  

我が国の言語文化に関する事項 0  

思考力， 

判断力， 

表現力等 

話すこと・聞くこと 3 77.9 

書くこと 2 60.8 

読むこと 3 47.4 

評価の観点 

知識・技能 6 68.5 

思考・判断・表現 8 62.2 

主体的に学習に取り組む態度 0  

問題形式 

選択式 8 71.9 

短答式 3 70.7 

記述式 3 40.4 
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問題別集計結果 

 

 

 

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１一
5・6
イ

○ ○ 77.6 0.3

１二
5・6
ウ

○ ○ 75.0 0.4

１三
5・6
ウ

○ ○ 81.1 0.4

２一
5・6
ア

○ ○ 77.7 0.4

２二
5・6
オ

○ ○ 87.6 0.3

２三
5・6
ウ

○ ○ 34.6 4.0

２四
3・4
ウ

○ ○ 29.9 5.5

３一
5・6
イ

○ ○ 64.9 2.1

３二
5・6
ウ

○ ○ 56.7 9.5

３三
（１）
ア

5・6
エ

○ ○ 78.4 8.8

３三
（１）
ウ

5・6
エ

○ ○ 54.5 14.3

３三
（１）
エ

5・6
エ

○ ○ 79.1 6.5

３三
（２）
イ

3・4
カ

○ ○ 67.2 3.8

３三
（２）
オ

3・4
カ

○ ○ 43.8 4.0

正
答
率

(

％

)
無
解
答
率

(

％

)

文の中における主語と述語との
関係を捉える

文の中における修飾と被修飾と
の関係を捉える

丸山さんの【文章の下書き】の構成についての説
明として適切なものを選択する

自分の主張が明確に伝わるよう
に，文章全体の構成や展開を考
える

目的や意図に応じて，理由を明
確にしながら，自分の考えが伝
わるように書き表し方を工夫す
る

学年別漢字配当表に示されてい
る漢字を文の中で正しく使う

面ファスナーに関する【資料】の文章の中の
「より」と同じ使い方として適切なものを選択す
る

思考に関わる語句の使い方を理
解し，話や文章の中で使う

面ファスナーに関する【資料】を読み，メストラ
ルは，何をヒントに，どのような仕組みの面ファ
スナーを作り出したのかをまとめて書く

目的に応じ，文章と図表とを結
び付けて必要な情報を見付ける

面ファスナーに関する【資料】を読み，面ファス
ナーが，国際宇宙ステーションの中でどのように
使われているのかをまとめて書く

目的を意識して，中心となる語
や文を見付けて要約する

津田梅子についての【スピーチ】の練習で，
〈資料②〉と〈資料③〉を使った理由の説明とし
て適切なものを選択する

資料を用いた目的を理解する

目的や意図に応じ，資料を使っ
て話す

面ファスナーに関する【資料】の文章が，
何について，どのように書かれているかの説明と
して適切なものを選択する

文章全体の構成を捉え，内容の
中心となる事柄を把握する

問題形式
知識及び技能

思考力，判断力，
表現力等

津田梅子の二つの業績を明確に伝えるために，
【スピーチメモ】と【スピーチ】の練習で上野さ
んが話した構成の説明として適切なものを選択す
る

目的に応じ，話の内容が明確に
なるようにスピーチの構成を考
える

評価の観点

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の内容

丸山さんの【文章の下書き】の中の　　　部アを，
漢字を使って書き直す
（ころがっている）

津田梅子についての【スピーチ】の練習の
　　　　　の部分で話す内容として適切な
ものを選択する

丸山さんの【文章の下書き】の中の　　　部ウを，
漢字を使って書き直す
（つみ重ね）

丸山さんの【文章の下書き】の中の　　　部エを，
漢字を使って書き直す
（げんいん）

丸山さんの【文章の下書き】の中の　　　部イで，
　　　部「残されています」の主語として適切な
ものを選択する

丸山さんの【文章の下書き】の中の　　　部オで，
　　　部「すぐに」がくわしくしている言葉
として適切なものを選択する

丸山さんの【文章の下書き】の　　　  部を
【西田さんの話】を用いて詳しく書き直す

11



12 13



（５）教育委員会の状況 

 

［国語］ 

 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合） 

 

 

（６）学校の状況 

 

［国語］ 

 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合） 

 

8.9 / 141,785 63.6 63.9 6.4

教育委員会数
教育委員会の
平均正答数

教育委員会の
平均正答率
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9.0 / 1419,038 64.5 64.5 8.1
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○ 各教育委員会の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を 

見ると，平成 31 年度と比べ，ばらつきに大きな変化は見られない。 

○ 各学校の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見ると， 

平成 31 年度と比べ，ばらつきに大きな変化は見られない。 
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（７）国・公・私立学校の状況 

 

［国語］ 

＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 

 

 

＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 

 

 

＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
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○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要があるが，平均正答 

数について見ると，国立・私立学校は，公立学校を上回っている。 

9.1 / 14

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

993,975 64.7 9.0 3.1

10.7 / 14

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

6,564 76.5 11.0 2.7

11.2 / 14

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

4,930 80.0 12.0 2.4
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